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私たちの 使 命

ともに歩む。
●地域とともに歩み、
経済・文化の発展の
お役に立ちます。
●地域の人々の、豊かな明日を
築くお手伝いをします。

私たちの 経 営

たしかな明日へ。
●先進性と健全さをあわせ持った
経営で、心のこもった
サービスを提供します。
●人を活かし福祉の充実を
はかって、働きがいのある
職場をつくります。

私たちの 行 動

誇りを持ってはつらつと。
●常に能力を磨き、より高い
目標にチャレンジします。
●誠意と熱意あふれる行動で、
お客さまの信頼と期待に
応えます。

千葉信用金庫は、「千葉信用金庫ビジョン」を実現するために、第７次中期経営計画を策定し、役職員一丸
となって取り組んでおります。

「100年先への架け橋となれ」 ～ 輝くまなざし、導け未来へ ！ ～

3年間（ 令和3年4月1日～令和6年3月31日 ）  

■意識的に取り組む事項 •SDGs
 •AFTER  CORONA  WITH  CORONA
 •BCM　　　　　　　　　　　　　　等
■内部管理態勢全般の強化

【 コ ア プ ラ ン 】  Ⅰ ．営業力の強化
 Ⅱ．組織力の強化

【サポートプラン】 １．顧客支援やサポートの深化
 ２．期待に応える人材の育成・確保
 ３．自ら考え果敢にチャレンジできる環境等の整備

計画期間

基本方針

計画名称

第7次中期経営計画

金庫概要

金庫理念を踏まえ、平成30年4月に10年後を見据えた千葉信用金庫のあるべき姿として「千葉信用金庫
ビジョン」を掲げ、到達すべき将来像として目指しております。

1  地域社会やお客様との絆により選ばれる信用金庫

2  総合力を発揮し、お客様の期待に応える営業体制

3  やる気と活力に溢れた、魅力ある金庫職員

4  安定した収益力と、リスク耐性の高い経営基盤

5  チャレンジや変革を恐れない、ポジティブな組織

千葉信用金庫ビジョン

千葉信用金庫ビジョン

本店所在地 ／ 千葉市中央区中央2丁目4番1号
設　　　立 ／ 大正13年６月
店　舗　数 ／ 49店舗
役 職 員 数 ／ 798人
U R L ／ https://www.shinkin.co.jp/chibaskb/

令和5年9月30日現在

千葉信用金庫  理念
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1,267
1,551

1,373

令和5年9月期の経営内容

1. 預金積金・貸出金残高の状況

2. 貸出金業種別内訳

3. 損益の状況

4. 不良債権の状況

預金積金残高 貸出金残高

1,163,220 

令和5年9月期

603,810 

1,169,505

599,538

令和4年9月期

（単位：百万円）

農・林・漁・鉱業
・・・・・・・・・・ 0.09%
建設業
・・・・・・・ ・10.59%
電気・通信・
運輸業
・・・・・・・・・・ 3.03%
卸売業、小売業
・・・・・・・・・・ 7.98%
金融業、保険業
・・・・・・・・・・ 3.42% 

不動産業
22.50%

令和5年9月期
業種別構成比

個人
33.81%

地公体
6.37%

サービス業
9.26%

業務純益 経常利益 当期純利益実質業務純益 コア業務純益 コア業務純益
（投資信託解約損益を除く）

製造業・・・・・2.90%

（単位：百万円）

金融再生法開示債権の内訳 （単位：百万円）

令和4年9月期 令和5年9月期
債権額 保全率 債権額 保全率

不良債権額
破産更生債権及びこれらに準ずる債権
危険債権
要管理債権
正常債権
不良債権比率

18,530 
4,873 
11,043 
2,613 

583,277 
3.07%  

19,209 
5,773 
10,501 
2,935 

586,952 
3.16%  

77.44%
100.00%
73.59%
51.67%

78.90%
100.00%
73.42%
57.01%

（注）破産更生債権及びこれらに準ずる債権のうち、期末に直接償却を実施する予定の金額については直接償却相当
額として債権額から減額しており、その金額は8億99百万円です。当該金額の直接償却は令和6年3月末に実施
いたします。

19,209
15,157

18,530
14,351

令和4年9月期 令和5年9月期

3.07％
3.16％

不良債権比率

不良債権額 保全額 （単位：百万円）

（本業の利益を示す指標） (　　　　　　 )業務
純益 ＋

一般貸倒
引当金繰入額 (　　　　　　 )実質業務

 純　 益  － 
債券関係
 損　 益

令和4年
9月期

令和4年
9月期

令和4年
9月期

令和4年
9月期

令和4年
9月期

令和4年
9月期

804 

1,297

509 

1,256

481 

1,271 1,246 

令和5年
9月期

令和5年
9月期

令和5年
9月期

令和5年
9月期

令和5年
9月期

令和5年
9月期

1,246 1,246

貸出金業種別残高

(注)業種別区分は日本標準産業分類の大分類に準じて記載しております。

（単位：百万円）

製造業  
農業、林業  
漁業  
鉱業、採石業、砂利採取業  
建設業  
電気・ガス・熱供給・水道業  
情報通信業  
運輸業、郵便業  
卸売業、小売業  
金融業、保険業  
不動産業  
物品賃貸業  
学術研究、専門・技術サービス業  
宿泊業  
飲食業  
生活関連サービス業、娯楽業  
教育、学習支援業  
医療、福祉  
その他のサービス  
  
地方公共団体  
個人（住宅・消費等）  
  

令和4年
９月期

令和5年
９月期

貸出金残高

合　　　計

小　　　計

18,967 
292 
10 
270 

64,858 
624 
835 

16,228 
48,053 
21,019 
130,071 
3,377 
1,197 
1,719 
7,042 
5,924 
1,787 
12,573 
23,579 
358,435 
38,192 
202,909 
599,538 

貸出金残高
17,519 
258 
8 

292 
63,993 
1,056 
1,036 
16,234 
48,194 
20,695 
135,887 
3,859 
1,125 
1,826 
6,892 
5,742 
1,730 
11,892 
22,858 
361,103 
38,508 
204,197 
603,810 
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5. 有価証券の時価情報

6. 自己資本比率

満期保有目的の債券

(注） 1.時価は、期末日における市場価格等に基づいております。
  2.上記の「その他」は、外国証券等です。
 3.市場価格のない株式等及び組合出資金は本表には含めておりません。

（単位：百万円）

時価が貸借対照表計上額を
超えるもの

時価が貸借対照表計上額を
超えないもの

令和4年9月期 令和5年9月期
貸借対照表
計上額

種　類
時　価 差　額 貸借対照表

計上額 時　価 差　額

合　　　計

̶ 
̶
̶
̶
̶
̶
̶

1,175
97

1,272
△21
̶

△21
1,251

37,259
2,500
39,759
 4,043 

̶
4,043
43,802

債　券
その他
小　計
債　券
その他
小　計

38,435
2,597
41,032
 4,022 

̶
4,022
45,054

̶ 
̶
̶
̶
̶
̶
̶

̶ 
̶
̶
̶
̶
̶
̶

その他有価証券

(注） 1.貸借対照表計上額は、期末日における市場価格等に基づいております。      
  2.上記の「その他」は、外国証券及び投資信託等です。      
 3.市場価格のない株式等及び組合出資金は本表には含めておりません。      

（単位：百万円）

貸借対照表計上額が
取得原価を超えるもの

貸借対照表計上額が
取得原価を超えないもの

令和4年9月期 令和5年9月期
貸借対照表
計上額

種　類
取得原価 差　額 貸借対照表

計上額 取得原価 差　額

合　　　計

24
237
859
1,121
̶ 

△11,448
△6,211
△17,660
△16,538

̶ 
612
1,457
2,069
△6

△6,685
△5,726
△12,419
△10,350

̶ 
27,652
35,493
63,146
188

122,241
56,241
178,671
241,817

株　式
債　券
その他
小　計
株　式
債　券
その他
小　計

̶ 
27,040
34,036
61,077
195

128,927
61,968
191,091
252,168

219
20,167
20,356
40,743

̶ 
105,526
52,734
158,261
199,005

195
19,929
19,497
39,621

̶ 
116,975
58,946
175,921
215,543

自己資本の構成 （単位：百万円）

令和4年9月期 令和5年9月期
37,122
293

36,828
467,430
7.87%
17,847
849

18,697

コア資本に係る基礎項目の額
コア資本に係る調整項目の額
自己資本の額
リスク・アセット等の合計額
自己資本比率
信用リスク・アセットの所要自己資本の額
オペレーショナル・リスクの所要自己資本の額
単体総所要自己資本額

38,550
455

38,095
466,527
8.16%
17,807
854

18,661
（注）自己資本比率は、「信用金庫法第89条第1項において準用する銀行法第14条の2の規定に基づき、信用金

庫及び信用金庫連合会がその保有する資産等に照らし自己資本の充実の状況が適当であるかどうかを判断
するための基準」（平成18年金融庁告示第21号）に定められた算式に基づき算出しております。なお、当金
庫は国内基準を採用しております。

（注）最低所要自己資本額＝リスク・アセット等の合計額×4％
（注）当金庫は、平成16年3月に信金中央金庫を引受先とし、200億円の優先出資を発行、令和4年8月12日ま

でに優先出資130億円の一部買入消却を実施しております。

38,095

18,661

36,828

18,697

令和4年9月期 令和5年9月期

7.87％ 8.16％

自己資本比率

自己資本の額 単体総所要自己資本額
（単位：百万円）

●上記の他、市場価格のない株式等及び組合出資金として、非上場株式等合計は、令和4年9月期で83百万円、令和5年
9月期で87百万円となっております。
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　当金庫は、国連で採択された「SDGｓ（持続可能な
開発目標）」に賛同し、令和2年3月に「SDGｓ宣言」
を公表いたしました。
　地域金融機関の特性を活かし、今後も当金庫の
事業活動の一環としてSDGｓの達成に貢献してまい
ります。

ちば150周年記念事業パートナー
に登録されました

「ちば150周年記念事業パートナー登録制度」は、千
葉県に関わる企業や団体等とともに、千葉の魅力を県内
外へ発信していくため、記念事業への協力的な企業、団
体等をパートナーとして登録し、幅広い事業連携、展開
を図ることを目的として千葉県が創設した制度です。

令和5年6月15日に誕生
150周年を迎えた千葉県を
盛り上げていくため、当金庫
は今後も150周年記念事
業に関する広報に協力して
まいります。

しんきん圏央道アライアンス

5つの各信用金庫（千葉、水戸、埼玉縣、平塚、多摩）
の若手職員（地域レポーター）が、隠れた名産品や自然
景観などの地域の魅力を随時、更新しております！

2023  しんきん食の商談会  in  CHIBA

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、令和2年度以降会場開催を
中止していたしんきん食の商談会を、4年ぶりに「集合対面型」の商談会と
して幕張メッセ国際会議場にて開催いたしました。
千葉県内の生産者や食品製造企業等の販路拡大を目的として、千葉県

内の5信用金庫（千葉・銚子・東京ベイ・館山・佐原）が連携し、バイヤー
企業との出会いの場を創出いたしました。

「Deep圏央道」
Instagram公式アカウント

「Deep圏央道」の
Instagramはこちらから！

SDGsへの取り組み

@deep_shinkin_central_area

4年ぶりの会場開催！
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TOPICS

平川支店の新築移転

　昭和53年11月から約44年にわたり営業してまいりました平川支店が、
令和5年4月24日（月）より新店舗での営業を開始いたしました。
　新店舗はコミュニケーションエリアを充実し、地域の皆様の「交流の場」
として愛される店づくりを目指してまいります。

ホームページリニューアル＆100周年記念サイトオープン！

千葉信用金庫は、令和6年6月4日に創立
100周年を迎えます。職員から募集したキャッ
チフレーズ「つなぐよ絆　あふれる笑顔　皆様
のおかげで100周年」を掲げ、今後も地域やお
客様に寄り添い、身近なベストパートナー金融
機関となれるよう、取り組んでまいります。

この度、お客様がより見やすく、分かりやすいホー
ムページとなるように、令和5年10月にトップページ
のデザインを一新いたしました。
今後も、快適にご利用いただけるように、ホーム

ページ全体のリニューアルを予定しております。

創立100周年記念　投資信託セミナーを開催しております。

令和5年7月より、投資信託の基礎知識に
ついて分かりやすく学ぶことができる「投資
信託って何だろう？やさしい投資信託教室」
を各店舗で実施しております。

平川支店
新店舗

新NISA制度って
どんなもの？

資産運用は
どうして必要なの？

投資信託の
仕組みとは？

100周年記念サイト
▼

ホームページ

▲
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